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うたづ議会だより

町政を問う（一般質問）
議会と話そう（平山・浜八番丁） 16

8

2019

11.１
第74号
香川県宇多津町

～第26回  大松杯バレーボール大会～
　10月13日にママさんバレーボールの大会「大松杯」が行われ、
中四国各県から選ばれた10チームが、宇多津中学校体育館で熱い
戦いを繰り広げました。徳島県の「華の和ウィズ」が優勝し、宇多
津体協は惜しくも準優勝でした。

　
令
和
に
な
り
、
早
や
半
年
が
過
ぎ

10
月
１
日
よ
り
消
費
増
税
と
な
り
ま

し
た
。
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か

り
し
た
税
金
が
社
会
保
障
な
ど
に
し

っ
か
り
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
施
策
を

実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
四
国
水
族
館
が

開
園
し
ま
す
。
宇
多
津
町
に
賑
わ
い

と
活
気
が
溢
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
令
和
が
良
い
時

代
で
あ
り
、
皆
さ
ま
と
令
和
時
代
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

 10月11日に平山コミュニティ分館と浜八
番丁コミュニティ分館で「議会と話そう」
を催しました。平山には７人、浜八番丁に
は６人の方々が集まり、貴重なご意見をい
ただきました。これからも皆さまのところ
に出向いてまいります。

　参加者からは、循環バスの状況や
まんでがん体操の効果などのご質問
・ご意見をいただきました。

　平成30年度の決算や今年度の取り組みを説明し、そのあと皆さまの

ご意見をうかがうフリートークを行います。ぜひ、ご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　と　き　：　11月16日（土）午後７時
　　　　　　　　　　　ところ　：　保健センター ４階
　　　　　　　　　　　フリートークのテーマ
　　　　　　　　　　　　「安全な まちづくりを目指して」

議会報告会議会報告会

議会と話そう議会と話そう
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

　令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
決
算
認
定
６
件
、
議
案
12
件
、
人
事

案
件
２
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
補
正
予
算
、
議
案
、
人
事
で
は
原
案
通
り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
、

請
願
に
お
い
て
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

本会議 議員の賛否 ◯  賛成　×  反対　欠  欠席
―  議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する。

主　な　審　議　案　件

平成30年度　宇多津町一般会計決算
平成30年度　国民健康保険特別会計決算
平成30年度　介護保険特別会計決算
平成30年度　後期高齢者医療特別会計決算
平成30年度　下水道事業特別会計決算
平成30年度　はなの森墓地公苑整備事業特別会計決算
令和元年度　宇多津町一般会計補正予算（第３号）
宇多津町印鑑条例の一部改正（旧氏でも登録できる）
一般職の職員給与に関する条例の一部改正
職員の旅費支給条例の一部改正
公共用財産管理条例の一部改正（消費税の改正による）
宇多津町森林環境基金条例の制定
道路占用条例の一部改正（消費税の改正による）
特定用途制限地域の建物制限に関する条例の一部改正
都市公園条例の一部改正（消費税の改正による）
下水道条例の一部改正（消費税の改正による）
消防団条例の一部改正（定年延長）
宇多津町ＥＳＣＯ事業（設計・施工）請負契約
教育委員会教育長の任命（高瀬　誠氏）
教育委員会委員の任命（冨田　直人氏）
「所得税法第56条の廃止」の意見書採択をもとめる

議
　
　
　
　
　
　
案

同
意
請
願

認
　
　
　
定

西本 濵中 大松 宮本 藍川井上大黒神出 水本 港

「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
」
の
意
見
書
採
択
を
も
と
め
る
請

願
書

　
坂
出
民
主
商
工
会
婦
人
部
か
ら
神
出
議
員
の
紹
介
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
。
所
得
税
法
56
条
は
「
配
偶
者
と
そ
の
親
族
が
事
業

に
従
事
し
た
と
き
、
対
価
の
支
払
い
は
必
要
経
費
に
算
入
し
な

い
」
と
い
う
条
文
要
旨
で
あ
る
。

賛
成
意
見
：
こ
の
制
度
に
よ
り
自
営
の
中
小
零
細
業
者
の
配
偶

者
や
家
族
従
業
者
は
所
得
制
限
が
か
か
っ
て
お
り
、
経
済
的
に

自
立
で
き
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
平
成
29
年
に
香
川
県
議
会

で
見
直
し
案
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

反
対
意
見
：
租
税
負
担
を
回
避
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
56
条
が

制
定
さ
れ
た
。
不
公
平
感
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
主
旨

が
あ
る
。
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
の
は
突
飛
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
香
川
県
議
会
で
は
平
成
26
年
の
廃
止
案
の
陳

情
は
不
採
択
と
な
っ
て
い
る
。

お
も
な
内
容

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
２
億
４
５
０
０
万
円
）

　
平
成
30
年
度
の
寄
付
額
が
２
億
４
５
０
０
万
円
と
な
り
、

平
成
29
年
度
よ
り
約
７
０
２
万
円
増
額
し
た
。
件
数
は
１
２
，

６
８
２
件
だ
っ
た
。
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

古
街
の
家
は
４
年
連
続
使
用
実
績
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
約
１
０
０
０
万
円
）

　
古
街
の
家
の
使
用
件
数
３
８
２
件
で
、
使
用
料
と
し
て
約

１
０
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。
古
街
の
家
の
利
用
が
増

え
、
既
成
市
街
地
全
体
の
活
性
化
を
期
待
す
る
。

平
山
こ
ど
も
園
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
１
億
１
２
５
１
万
円
）

　
平
山
こ
ど
も
園
は
県
の
補
助
事
業
で
大
規
模
改
修
を
す
る
。

補
助
事
業
の
負
担
割
合
は
県
が
１
／
２
、
町
が
１
／
４
、
事

業
者
（
こ
ど
も
園
）
が
１
／
４
。
ま
た
、
平
成
22
年
４
月
の

平
山
保
育
所
民
営
化
の
際
の
覚
書
に
よ
り
、
事
業
者
負
担
分

の
一
部
を
町
の
負
担
と
す
る
。

平
成
30
年
度
決
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

国民健康保険、介護
保険、後期高齢者医
療、はなの森墓地公
苑整備事業、下水道
事業の５つの特別会
計がある。

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
　
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
　
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
　
◯
　
　
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
 
　

「
宇
多
津
に
住
み
た
い
」
と

　
　
　
　
　
　思
っ
て
も
ら
え
る
町
へ

30
年
度
会
計
決
算
の
監
査
委
員
意
見
よ
り

《
財
政
は
お
お
む
ね
健
全
》

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
実
質
収
支
と
財
政

運
営
全
般
の
健
全
度
を
示
す
数
値
を
確

認
し
、
町
の
財
政
は
お
お
む
ね
健
全
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
な
ど

で
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
還
が
始
ま
る

と
、
今
後
公
債
費
（
借
金
）
の
割
合
が

高
く
な
る
。
健
全
化
の
基
準
を
超
え
る

こ
と
は
な
い
が
、
施
策
の
精
査
な
ど
に

よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
政
運
営
を

望
む
。

《
歳
入
で
は
滞
納
対
策
を
》

　
歳
入
で
は
、
町
税
、
保
険
料
な
ど
は

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て
重
要
な
自

主
的
財
源
で
あ
る
。
納
税
者
や
被
保
険

者
の
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
受
益
者

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
対

策
な
ど
は
公
正
な
事
務
処
理
に
よ
り
、

信
用
の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
。

《
歳
出
で
は
、
事
業
の
検
証
を
》

　
歳
出
で
は
各
課
に
お
い
て
様
々
な
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。
委
託
し
た
業
務

や
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
実
施
の

有
無
だ
け
で
な
く
、
効
率
性
・
有
効
性

・
妥
当
性
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
し
っ

か
り
と
監
理
し
て
ほ
し
い
。

《
住
み
た
い
町「
宇
多
津
」へ
》

　
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施

策
な
ど
の
見
直
し
を
適
宜
行
う
こ
と
に

よ
り
、
宇
多
津
町
が
さ
ら
に
「
住
み
や

す
い
町
」
に
な
る
と
と
も
に
、
町
外
の

人
か
ら
も
「
宇
多
津
に
住
み
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
歳
入
69
億
６
７
８
６
万
円
、
歳
出
64
億
３
１
０
３
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
認
定

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決
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３
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に
よ
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中
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の
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や
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は
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が
か
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、
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に
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で
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問
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る
。
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年
に
香
川
県
議
会

で
見
直
し
案
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

反
対
意
見
：
租
税
負
担
を
回
避
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
56
条
が

制
定
さ
れ
た
。
不
公
平
感
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
主
旨

が
あ
る
。
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
の
は
突
飛
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
香
川
県
議
会
で
は
平
成
26
年
の
廃
止
案
の
陳

情
は
不
採
択
と
な
っ
て
い
る
。

お
も
な
内
容

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
２
億
４
５
０
０
万
円
）

　
平
成
30
年
度
の
寄
付
額
が
２
億
４
５
０
０
万
円
と
な
り
、

平
成
29
年
度
よ
り
約
７
０
２
万
円
増
額
し
た
。
件
数
は
１
２
，

６
８
２
件
だ
っ
た
。
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

古
街
の
家
は
４
年
連
続
使
用
実
績
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
約
１
０
０
０
万
円
）

　
古
街
の
家
の
使
用
件
数
３
８
２
件
で
、
使
用
料
と
し
て
約

１
０
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。
古
街
の
家
の
利
用
が
増

え
、
既
成
市
街
地
全
体
の
活
性
化
を
期
待
す
る
。

平
山
こ
ど
も
園
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
１
億
１
２
５
１
万
円
）

　
平
山
こ
ど
も
園
は
県
の
補
助
事
業
で
大
規
模
改
修
を
す
る
。

補
助
事
業
の
負
担
割
合
は
県
が
１
／
２
、
町
が
１
／
４
、
事

業
者
（
こ
ど
も
園
）
が
１
／
４
。
ま
た
、
平
成
22
年
４
月
の

平
山
保
育
所
民
営
化
の
際
の
覚
書
に
よ
り
、
事
業
者
負
担
分

の
一
部
を
町
の
負
担
と
す
る
。

平
成
30
年
度
決
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

国民健康保険、介護
保険、後期高齢者医
療、はなの森墓地公
苑整備事業、下水道
事業の５つの特別会
計がある。

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
　
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
　
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
　
◯
　
　
◯
◯
◯
◯
◯

　

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
 
　

「
宇
多
津
に
住
み
た
い
」
と

　
　
　
　
　
　思
っ
て
も
ら
え
る
町
へ

30
年
度
会
計
決
算
の
監
査
委
員
意
見
よ
り

《
財
政
は
お
お
む
ね
健
全
》

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
実
質
収
支
と
財
政

運
営
全
般
の
健
全
度
を
示
す
数
値
を
確

認
し
、
町
の
財
政
は
お
お
む
ね
健
全
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
な
ど

で
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
還
が
始
ま
る

と
、
今
後
公
債
費
（
借
金
）
の
割
合
が

高
く
な
る
。
健
全
化
の
基
準
を
超
え
る

こ
と
は
な
い
が
、
施
策
の
精
査
な
ど
に

よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
政
運
営
を

望
む
。

《
歳
入
で
は
滞
納
対
策
を
》

　
歳
入
で
は
、
町
税
、
保
険
料
な
ど
は

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て
重
要
な
自

主
的
財
源
で
あ
る
。
納
税
者
や
被
保
険

者
の
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
受
益
者

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
対

策
な
ど
は
公
正
な
事
務
処
理
に
よ
り
、

信
用
の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
。

《
歳
出
で
は
、
事
業
の
検
証
を
》

　
歳
出
で
は
各
課
に
お
い
て
様
々
な
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。
委
託
し
た
業
務

や
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
実
施
の

有
無
だ
け
で
な
く
、
効
率
性
・
有
効
性

・
妥
当
性
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
し
っ

か
り
と
監
理
し
て
ほ
し
い
。

《
住
み
た
い
町「
宇
多
津
」へ
》

　
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施

策
な
ど
の
見
直
し
を
適
宜
行
う
こ
と
に

よ
り
、
宇
多
津
町
が
さ
ら
に
「
住
み
や

す
い
町
」
に
な
る
と
と
も
に
、
町
外
の

人
か
ら
も
「
宇
多
津
に
住
み
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
歳
入
69
億
６
７
８
６
万
円
、
歳
出
64
億
３
１
０
３
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
認
定

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

ＥＳＣＯ事業の活用

総務課

Q 　工事期間中の期間中の保健センタ
ーの利用は。

Q 　改修工事はいつからか。

A 　部屋ごとに区切って行うので、使
用中止期間は最小限に抑えられる。

A 　北館・保健センターは、10月か
ら工事に取り掛かる。

レンタサイクルの利用

まちづくり課

Q 　昨年度の利用件数は。
A

Q
A

　ホテルアネシスが232件、古街が
11件、合計で243件。古街の利用
者が少ないので、今年度からアネシ
ス１か所で貸し出している。

　利用時間と利用料は。

　平成29年度からの使用料は１回
700円としていた。７月から利用
時間などの拡大と、1日コース・午
前コースなどのコース別に分けて料
金設定を行っている。

Q
A
　施設のどんな工事をするのか。
　保健センター・北館（教育委員会棟）
・ユープラザの３か所の空調設備と
照明設備の省エネ改修を行う。

住民生活課

迷惑な野犬の餌やり
Q 　青の山付近や浜六番丁で野犬が増
えているという苦情があった。通学
路でもあり、子どもたちに危険が及
ぶ可能性もある。餌やりをする人が
いて増えているようだが、餌やりを
やめさせる対策は。

A 　餌やりをしている人は特定できて
おり、定期的に話をしている。今後
ともやめてもらえるよう注意を続け
る。

ふるさと納税

Q 　今年度からふるさと納税に対して、
返礼割合が３割以下、地元産品を扱
うなど厳しくなったが、影響はある
のか。

A 　宇多津は地元産品が少ないので、
今まで人気のあったピオーネなどが
扱えなくなる。県内の市町に声を掛
け、丸亀市・綾川町とは共通返礼品
の覚書を交わした。
                   （関連記事は❷ページ）

ホテルアネシスに置かれたレンタサイクル

保育士の募集

保健福祉課

Q 　公立の中央保育所で、正規・臨時
の保育士は何名いるのか。

A

Q
A

　正規の保育士が11名、臨時職員
が11名。

　今後、正規の募集は行うのか。
　来年度の正規の募集は行わない。
臨時の募集は現在も行っている。

Q

A

　保育という仕事は、正規も臨時も
仕事の内容は変わらない。正規を増
やすべきでは。

　担任は正規だけが持っている。臨
時は多様なお子さんに対応するため。
保育行政の予算内で、考えたい。

総務課

消防団員の定年延長
Q 　分団長の定年が70歳、その他の
団員が68歳というのは妥当なのか。

A 　今のままだとここ２､３年で、団
員が激減する。若い団員を確保する
まで、とどまって支えてもらいたい。

A 　自治体によって異なる。

危機管理課

増え続ける高額医療費

　2144件で、
1億2660万円。

健康増進課

Q

A
Q 　他の自治体での定年制はあるのか。

はなの森墓地公苑
Q 　はなの森墓地公苑は、 毎年１基ず
つしか売れていないようだが、問い
合わせはあるのか。

A 　広報誌にも掲載している。今後も
呼びかけていく。

A 　全368区画のうち、300区画残っ
ている。

住民生活課

Q 　現在、何区画残っているのか。

エ　ス　コエ　ス　コ

ESCO事業･･･環境省が進めて
いる省エネルギーの補助事業

公園を占領する野犬

野犬の群れ

子どもたちは先生が大好き

　平成30年度の国民健康保険の高
額医療費の件数と金額は。

総務建設常任委員会関連
正規の保育士募集 ＥＳＣＯ事業でCO2削減
教育民生常任委員会関連
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委
員
会
研
修

町
政
を
問
う

　

町政を問う
・災害時に避難所となる体育館へのエアコン設置を
・災害時の備蓄品に液体ミルク導入を

・「令和相聞歌」になった経緯と今後の企画は
・災害の危険をどう知らせるのか

・教職員の校地内駐車はどんな基準で許可を
・公園をどのように維持管理しているのか

・会計年度任用職員制度の趣旨は
・中学校のクラス委員とその役割は

・コミュニティバスの現在の進捗状況は
・四国水族館の町としての今後のかかわり方は
・消費税増税にともなう複数税率とポイント還元

・ＡＳＶ車の購入は
・観光案内所とかがわWi-Fiは

・子育ての包括的支援を問う

・歩行者にも交通ルールを
・スクールロイヤーの導入配置検討は

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

水本冨美子

藍川佳津樹

大松喜次郎

神出　佳宏

大黒　一也

井上　弘治

新  新  

　高 瀬　誠  氏

　私は、約35年間の役場での勤務のう
ち、その半分は福祉関係の職務に従事
していました。障がいを持つ人や子育
て中の方、高齢者など社会的に支援が
必要な人との関わりが多い中で、支援
する人とされる人の関係ではなく、す
べての人が自分の役割を持てるまちづ
くりを目指してきました。　　
　これからも、住民の皆さまが「教育」
というキーワードのもと、小さなこと
でも役割を持って協働できるような取
り組みを進めていきたいと思います。
「コミュニティスクール」もその一つ
の施策と考えています。

富山県黒部市
　黒部市は地元企業と住民の連携協力により、国

からコンパクトシティ+ネットワークのモデル都

市として認定されました。市民の移動ニーズに応

えるために、企業・専門家・住民の協議会が産官

学連携としてスタートしました。公共交通と自転

車の移動手段を結びつけることで、移動の利便性

を高めています。居住と医療福祉、商業などを集

約し、交通弱者が生活しやすい環境づくりの充実

を図っています。

《おもな経歴》
　社会福祉協議会　事務局長
　保健福祉課長　　
　教育次長（学校教育課長）
　総務課長
《おもな活動》
　宇多津北小ＰＴＡ会長
　宇多津中学校ＰＴＡ会長

教育長

学んで活かします（委員会研修）
コンパクトシティの公共交通戦略

YKK AP株式会社
　YKKが中心となり、黒部市のイノベーション

であるパッシブタウンを視察しました。パッシ

ブタウンでは、太陽光や利水、自然風を活かし

た省エネ環境の住宅を展開しています。現在３

街区まであり、それぞれがバイオマス・高断熱

技術・コミュニティセンターなど特色ある集合

住宅を提供しています。2030年に向けて、環境

に優しいまちづくり「安心・安全・エコタウン」

が進められていると実感しました。

自然を活かしたパッシブタウン構想

富山県高岡市
　子育て支援ガイドブック「おおきくなあれ」の

ほか、子育て応援アプリ「ねねットたかおか」に

登録すると子育てに関する情報が得られます。必

要な行政・地域のイベント情報はもちろん、市内

協賛店の割引なども受けられます。

　また、ひとり親家庭の子どもを対象にした無料

の学習支援を２か所の地域コミュティセンターで

実施しています。毎週夜７時から９時に大学生が

子どもたちを教えてい

ます。「子どもの未来

応援事業計画」策定で

は、きめ細かいアンケ

ートを実施し、子育て

ニーズに素早く対応し

ていました。

アプリ活用と学習支援
福井県あわら市

　小中学校とも全国学力テストで上位の成績を

収めています。中学校では国際交流として毎年

中学生がアメリカにホームステイするだけでな

く、20名ほどのホームステイを受け入れていま

す。中学３年生の英語検定３級以上の取得率が

高いのは、高校入試で英語が加点されているこ

とも一因です。そのほか「タテ持ち」授業や２

学期制を取り入れています。「ふるさと学習」

を通じて人や地域・社会の役に立つ人間になり

たいという意欲が育ち、学力向上につながって

いると痛感しました。

福井型「タテ持ち」と国際交流

模型を見ながらパッシブタウンの説明を聞く

ガイドブックと冊子

黒部の豊かな自然を活用し、
ローエネルギーな暮らしをする、
入居者参加型の居住空間

一般質問ってなあに？
　一般質問は、定例の議会（宇多
津町では３月・６月・９月・12月）
で行うことができます。議員は町
に対して、行政全般にわたる施策
の状況や方針などについて質問し
ます。
　議員は通告書を議長に提出し、
許可を得ることが必要です。最近
では一般質問の重要性が認識され
活発になっていますが、残念なが
ら宇多津町では傍聴者は多くはあ
りません。ぜひ、皆さまに関心を
持って傍聴
にお越しい
ただきたい
と願ってい
ます。
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問
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今
井
住
民
生
活
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

再
質
問

再
質
問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

近
藤
危
機
管
理
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

合
田
教
育
長

中
谷
教
育
次
長

　
　
歩
行
者
の
信
号
無
視
、
横

断
歩
道
以
外
や
斜
め
に
渡
っ
た

り
す
る
こ
と
が
交
通
事
故
の
原

因
に
な
り
、
多
額
の
賠
償
命
令

が
下
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
道
交

法
は
、
歩
行
者
の
安
全
第
一
に

構
成
さ
れ
て
お
り
、
勝
手
を
し

て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
自
身
の
命
や
安
全
を
守
り
、

　
　
対
応
が
難
し
い
、
い
じ
め

や
不
登
校
、
保
護
者
や
先
生
間

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
深
刻
な
暴

力
、
非
行
な
ど
、
司
法
機
関
や

福
祉
機
関
と
の
適
正
な
連
携
が

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で

予
防
教
育
、
法
的
観
点
か
ら
適

切
な
対
応
を
助
言
解
決
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

歩
行
者
に
も
交
通
ル
ー
ル
を

大黒　一也　議員

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
配
置
検
討
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　運
転
者
、

歩
行
者
が
交
通
ル
ー
ル
や
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

の
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
町

　
　
　
　
顧
問
弁
護
士
に
対
応

が
難
し
い
案
件
に
つ
い
て
法
的

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た

　
　
近
年
、
異
常
と
も
言
わ
れ

る
気
象
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
大
規
模
な
震
災
や

水
害
等
の
報
道
を
見
て
も
体
育

館
が
地
域
の
避
難
所
と
し
て
欠

か
せ
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

　
　
　
　
　承
知
し
て
い
る
。

補
助
制
度
を
視
野
に
検
討
し
て

い
る
。
有
利
な
補
助
金
を
活
用

し
早
く
に
設
置
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　現
在
、
保
健
セ

ン
タ
ー
以
外
の
体
育
館
施
設
に

空
調
設
備
は
設
置
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
広
域
避
難
所
へ
の
空

　
　
　
　
　
　
　第
三
者
の
立

場
と
し
て
、
子
ど
も
の
利
益
や

成
長
を
保
障
す
る
学
校
環
境
の

実
現
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
現

場
で
問
題
が
発
生
し
た
時
は
、

　
　
　
　
　
　学
校
長
か
ら
問

題
が
あ
が
れ
ば
内
容
を
十
分
把

握
し
て
教
育
委
員
会
か
ら
の
指

導
、
そ
の
後
法
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
欲
し
い
時
は
、
県
教
委
の

弁
護
士
ま
た
は
、
町
顧
問
弁
護

士
に
相
談
を
す
る
。

　
　
　
　
老
人
会
「
宇
多
津
大

学
実
施
事
業
」
で
、
歩
行
者
と

し
て
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

の
講
習
会
に
取
り
上
げ
て
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
　
　
家
庭
で
の
備
蓄
を
促

す
た
め
体
験
会
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
「
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
制
度
」
に
つ
い
て
研
究

は
さ
れ
た
か
。

学
校
内
で
の
対
応
を
経
て
、
必

要
に
応
じ
関
係
機
関
や
教
育
委

員
会
と
連
携
し
解
決
を
図
っ
て

お
り
、
配
置
つ
い
て
は
検
討
す

る
必
要
性
は
高
く
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

水本　冨美子　議員

と
期
待
さ
れ
る
位
置
づ
け
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配

置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

町
長

　本
年
度
調
査
費
を
計
上
し
、
設
置
方
法
を
調
査
研
究
す
る

住
民
生
活
課
長

　街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
周
知
啓
発
を
図
る

教
育
次
長

　配
置
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
性
は
な
い

運
転
者
の
た
め
に
も
、
交
通
ル

ー
ル
厳
守
を
歩
行
者
に
も
周
知

啓
発
、
講
習
会
を
す
る
必
要
が

あ
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　宇
多
津

大
学
の
役
員
、
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
内
容
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
交
通
安
全
教

室
「
歩
行
者
と
し
て
」
に
つ
い

て
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た

い
。

　
　
乳
児
用
の
備
蓄
品
と
し
て

液
体
ミ
ル
ク
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
国
内
で
は
今
年
３
月
に
、

製
造
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。
粉

ミ
ル
ク
と
違
い
、
お
湯
に
溶
か

す
必
要
が
な
く
哺
乳
瓶
に
移
し

替
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
発
災

直
後
の
断
水
や
燃
料
不
足
の
状

況
の
中
で
も
す
ぐ
に
、
飲
用
で

災
害
時
の
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
導
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　現
在
、

乳
児
向
け
に
は
粉
ミ
ル
ク
を
備

蓄
し
て
い
る
。
液
体
ミ
ル
ク
は
、

災
害
時
に
断
水
や
停
電
し
た
状

態
で
も
容
易
に
授
乳
が
で
き
る
。

し
か
し
賞
味
期
限
や
価
格
に
つ

危
機
管
理
課
長

　導
入
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く

みずもと       ふ　み　こだいこく　    かず や

学校現場に詳しい
専門の弁護士

安
心
し
て
避
難
所
生
活
が
送
れ

る
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
今

後
、
導
入
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

広
報
誌
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

き
る
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
災

害
備
蓄
品
と
し
て
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　家
庭
で

も
備
蓄
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
ま
ず
液
体
ミ
ル
ク
の
試

飲
が
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
場
合
、
現
状
と
し
て
の
シ
ス

テ
ム
体
制
は
。

調
施
設
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
空
調
方
法
等
に
つ

い
て
今
年
度
調
査
費
用
を
計
上

し
、
経
費
面
も
含
め
総
合
的
に

判
断
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
。
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は
な
く
、

自
分
自
身
の
命
や
安
全
を
守
り
、

　
　
対
応
が
難
し
い
、
い
じ
め

や
不
登
校
、
保
護
者
や
先
生
間

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
深
刻
な
暴

力
、
非
行
な
ど
、
司
法
機
関
や

福
祉
機
関
と
の
適
正
な
連
携
が

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で

予
防
教
育
、
法
的
観
点
か
ら
適

切
な
対
応
を
助
言
解
決
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

歩
行
者
に
も
交
通
ル
ー
ル
を

大黒　一也　議員

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
配
置
検
討
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　運
転
者
、

歩
行
者
が
交
通
ル
ー
ル
や
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

の
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
町

　
　
　
　
顧
問
弁
護
士
に
対
応

が
難
し
い
案
件
に
つ
い
て
法
的

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た

　
　
近
年
、
異
常
と
も
言
わ
れ

る
気
象
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
大
規
模
な
震
災
や

水
害
等
の
報
道
を
見
て
も
体
育

館
が
地
域
の
避
難
所
と
し
て
欠

か
せ
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

　
　
　
　
　承
知
し
て
い
る
。

補
助
制
度
を
視
野
に
検
討
し
て

い
る
。
有
利
な
補
助
金
を
活
用

し
早
く
に
設
置
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　現
在
、
保
健
セ

ン
タ
ー
以
外
の
体
育
館
施
設
に

空
調
設
備
は
設
置
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
広
域
避
難
所
へ
の
空

　
　
　
　
　
　
　第
三
者
の
立

場
と
し
て
、
子
ど
も
の
利
益
や

成
長
を
保
障
す
る
学
校
環
境
の

実
現
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
現

場
で
問
題
が
発
生
し
た
時
は
、

　
　
　
　
　
　学
校
長
か
ら
問

題
が
あ
が
れ
ば
内
容
を
十
分
把

握
し
て
教
育
委
員
会
か
ら
の
指

導
、
そ
の
後
法
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
欲
し
い
時
は
、
県
教
委
の

弁
護
士
ま
た
は
、
町
顧
問
弁
護

士
に
相
談
を
す
る
。

　
　
　
　
老
人
会
「
宇
多
津
大

学
実
施
事
業
」
で
、
歩
行
者
と

し
て
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

の
講
習
会
に
取
り
上
げ
て
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
　
　
家
庭
で
の
備
蓄
を
促

す
た
め
体
験
会
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
「
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
制
度
」
に
つ
い
て
研
究

は
さ
れ
た
か
。

学
校
内
で
の
対
応
を
経
て
、
必

要
に
応
じ
関
係
機
関
や
教
育
委

員
会
と
連
携
し
解
決
を
図
っ
て

お
り
、
配
置
つ
い
て
は
検
討
す

る
必
要
性
は
高
く
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

水本　冨美子　議員

と
期
待
さ
れ
る
位
置
づ
け
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配

置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

町
長

　本
年
度
調
査
費
を
計
上
し
、
設
置
方
法
を
調
査
研
究
す
る

住
民
生
活
課
長

　街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
周
知
啓
発
を
図
る

教
育
次
長

　配
置
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
性
は
な
い

運
転
者
の
た
め
に
も
、
交
通
ル

ー
ル
厳
守
を
歩
行
者
に
も
周
知

啓
発
、
講
習
会
を
す
る
必
要
が

あ
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　宇
多
津

大
学
の
役
員
、
担
当
と
一
緒
に

な
っ
て
内
容
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
交
通
安
全
教

室
「
歩
行
者
と
し
て
」
に
つ
い

て
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た

い
。

　
　
乳
児
用
の
備
蓄
品
と
し
て

液
体
ミ
ル
ク
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
国
内
で
は
今
年
３
月
に
、

製
造
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。
粉

ミ
ル
ク
と
違
い
、
お
湯
に
溶
か

す
必
要
が
な
く
哺
乳
瓶
に
移
し

替
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
発
災

直
後
の
断
水
や
燃
料
不
足
の
状

況
の
中
で
も
す
ぐ
に
、
飲
用
で

災
害
時
の
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
導
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　現
在
、

乳
児
向
け
に
は
粉
ミ
ル
ク
を
備

蓄
し
て
い
る
。
液
体
ミ
ル
ク
は
、

災
害
時
に
断
水
や
停
電
し
た
状

態
で
も
容
易
に
授
乳
が
で
き
る
。

し
か
し
賞
味
期
限
や
価
格
に
つ

危
機
管
理
課
長

　導
入
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く

みずもと       ふ　み　こだいこく　    かず や

学校現場に詳しい
専門の弁護士

安
心
し
て
避
難
所
生
活
が
送
れ

る
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
今

後
、
導
入
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

広
報
誌
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

き
る
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
災

害
備
蓄
品
と
し
て
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　家
庭
で

も
備
蓄
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
ま
ず
液
体
ミ
ル
ク
の
試

飲
が
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
場
合
、
現
状
と
し
て
の
シ
ス

テ
ム
体
制
は
。

調
施
設
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
空
調
方
法
等
に
つ

い
て
今
年
度
調
査
費
用
を
計
上

し
、
経
費
面
も
含
め
総
合
的
に

判
断
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
。
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問問 問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

近
藤
危
機
管
理
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

谷
川
町
長

合
田
教
育
長

　
　
９
月
に
な
っ
て
「
令
和
相

聞
歌
」
募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
た

方
か
ら
「
な
ぜ
、
名
称
と
問
い

合
わ
せ
先
が
変
わ
っ
た
の
か
」

と
聞
か
れ
た
。
昨
年
度
ま
で
は

香
川
短
期
大
学
と
の
協
賛
事
業

だ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
四

国
医
療
専
門
学
校
に
な
っ
て
い

　
　
８
月
の
台
風
10
号
で
警
報

が
出
て
、防
災
無
線
で
避
難
の

呼
び
か
け
を
し
て
い
た
。自
分

が
避
難
す
る
べ
き
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
と
何
人
か
の
人

に
言
わ
れ
た
。

　
毎
年
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、具

体
的
な
町
名
や
建
物
な
ど
誰
に

で
も
わ
か
る
情
報
が
必
要
な
の

「
令
和
相
聞
歌
」
に
な
っ
た
経
緯
と
今
後
の
企
画
は

西本　祐子　議員

災
害
の
危
険
を
ど
う
知
ら
せ
る
の
か

　
　
報
道
な
ど
で
児
童
虐
待
、

育
児
放
棄
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が

度
々
流
れ
て
い
る
。
全
国
で
こ

の
よ
う
な
事
件
が
増
加
し
て
い

る
社
会
背
景
で
あ
る
。
厚
労
省

で
は
、
子
育
て
世
代
を
地
域
で

支
え
る
仕
組
み
の
整
備
が
急
務
。

従
来
は
母
子
保
健
、
子
育
て
支

援
と
一
面
一
面
か
ら
の
支
援
。

こ
れ
を
妊
娠
＋
出
産
＋
子
育
て

な
ど
を
１
つ
の
窓
口
で
包
括
的

に
運
営
す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
国
展
開
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
本
町
の
考
え
を
尋
ね
る
。

子
育
て
の
包
括
的
支
援
を
問
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
、
令
和
２
年
度
末
ま

で
に
全
国
展
開
を
目
指
し
取
り

組
む
と
閣
議
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
家
族
・
地
域
・
行

政
・
教
育
が
見
守
り
支
え
て
い

く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
守
る
た

め
に
国
民
が
児
童
虐
待
の
撲
滅

に
進
ん
で
い
く
事
を
祈
念
す
る
。

　
　
　
　
　
　
守
る
べ
き
子
ど

も
の
命
を
逆
に
奪
う
事
件
。
教

育
委
員
会
で
は
、
児
童
虐
待
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

か
ら
災
害
発
生
の
危
険
度
を
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
伝
え
る

　
　
　
　
事
件
が
あ
っ
た
自
治

体
で
は
児
童
虐
待
の
撲
滅
運
動

を
開
催
。
全
国
に
虐
待
撲
滅
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
全
国
で

こ
の
取
り
組
み
に
動
い
て
い
る
。

行
政
長
・
教
育
長
の
ご
意
見
を

伺
う
。

井上　弘治　議員

で
は
。

　
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
災
害
別

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配
ら
れ
た
が
、

地
図
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
は
。

定
期
的
に
広
報
誌
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
載
せ
て
は
。

雑草に覆われた歌碑

健
康
増
進
課
長

　セ
ン
タ
ー
の
準
備
を
進
め
て
い
る

生
涯
学
習
課
長

　香
短
が
継
続
困
難
に
な
り
、
四
国
医
療
が
協
力
す
る

危
機
管
理
課
長

　住
民
に
わ
か
り
や
す
い
避
難
情
報
を
発
信
し
て
い
く

た
。

　
元
号
が
変
わ
っ
て
「
令
和
相

聞
歌
」
に
な
る
の
は
わ
か
る
が
、

事
業
の
協
力
先
が
変
わ
っ
た
経

緯
は
。
ま
た
、
石
碑
に
大
賞
を

刻
む
こ
と
や
子
ど
も
の
俳
句
の

募
集
は
続
け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
短

期
大
学
よ
り
、
大
学
内
部
の
体

制
が
変
わ
り
、
継
続
で
き
な
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
教
育

委
員
会
独
自
で
の
事
業
継
続
は

難
し
い
が
、
文
化
振
興
の
推
進

か
ら
も
継
続
の
必
要
を
痛
感
し

た
。
会
長
と
相
談
の
上
、
「
令

こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
も
８
月

の
台
風
で
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
　

避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。
防

災
無
線
・
防
災
ラ
ジ
オ
・
エ
リ

ア
メ
ー
ル
な
ど
で
周
知
し
た
が
、

今
回
は
高
潮
に
伴
う
も
の
だ
っ

た
の
で
「
沿
岸
部
お
よ
び
大
束

川
河
口
付
近
」
と
い
う
表
現
だ

っ
た
。
今
後
も
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
避
難
情
報
を
発
信
し
た

いのうえ　　 こう  じにしもと　　ゆう こ

本
町
に
お
い
て
も
セ
ン
タ
ー
設

置
の
予
定
で
準
備
を
し
て
い
る
。

和
相
聞
歌
」
と
し
て
四
国
医
療

専
門
学
校
が
連
携
協
力
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
碑
の

継
続
に
つ
い
て
は
実
行
委
員
会

で
検
討
し
、

子
ど
も
の

俳
句
の
募

集
は
続
け

る
。

い
。
災
害
別
防
災
・
減
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
転
入
者
な
ど
に
引
き

続
き
配
布
す
る
。
今
後
、
香
川

県
で
新
し
い
浸
水
想
定
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
の
で
、
そ
れ
に
合

わ
せ
、
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

新
し
い
統
合
版
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
た
い
。

ネウボラ・・フィンランドの切れ目
のない子育て支援のこと

地
域
ぐ
る
み
で
注
視
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

各
関
係
機
関
と
速
や
か

に
対
応
を
計
っ
て
い
る
。
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仕
組
み
の
整
備
が
急
務
。

従
来
は
母
子
保
健
、
子
育
て
支

援
と
一
面
一
面
か
ら
の
支
援
。

こ
れ
を
妊
娠
＋
出
産
＋
子
育
て

な
ど
を
１
つ
の
窓
口
で
包
括
的

に
運
営
す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
国
展
開
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
本
町
の
考
え
を
尋
ね
る
。

子
育
て
の
包
括
的
支
援
を
問
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
、
令
和
２
年
度
末
ま

で
に
全
国
展
開
を
目
指
し
取
り

組
む
と
閣
議
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
家
族
・
地
域
・
行

政
・
教
育
が
見
守
り
支
え
て
い

く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
守
る
た

め
に
国
民
が
児
童
虐
待
の
撲
滅

に
進
ん
で
い
く
事
を
祈
念
す
る
。

　
　
　
　
　
　
守
る
べ
き
子
ど

も
の
命
を
逆
に
奪
う
事
件
。
教

育
委
員
会
で
は
、
児
童
虐
待
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度

か
ら
災
害
発
生
の
危
険
度
を
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
伝
え
る

　
　
　
　
事
件
が
あ
っ
た
自
治

体
で
は
児
童
虐
待
の
撲
滅
運
動

を
開
催
。
全
国
に
虐
待
撲
滅
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
全
国
で

こ
の
取
り
組
み
に
動
い
て
い
る
。

行
政
長
・
教
育
長
の
ご
意
見
を

伺
う
。

井上　弘治　議員

で
は
。

　
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
災
害
別

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配
ら
れ
た
が
、

地
図
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
は
。

定
期
的
に
広
報
誌
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
載
せ
て
は
。

雑草に覆われた歌碑

健
康
増
進
課
長

　セ
ン
タ
ー
の
準
備
を
進
め
て
い
る

生
涯
学
習
課
長

　香
短
が
継
続
困
難
に
な
り
、
四
国
医
療
が
協
力
す
る

危
機
管
理
課
長

　住
民
に
わ
か
り
や
す
い
避
難
情
報
を
発
信
し
て
い
く

た
。

　
元
号
が
変
わ
っ
て
「
令
和
相

聞
歌
」
に
な
る
の
は
わ
か
る
が
、

事
業
の
協
力
先
が
変
わ
っ
た
経

緯
は
。
ま
た
、
石
碑
に
大
賞
を

刻
む
こ
と
や
子
ど
も
の
俳
句
の

募
集
は
続
け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
短

期
大
学
よ
り
、
大
学
内
部
の
体

制
が
変
わ
り
、
継
続
で
き
な
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
教
育

委
員
会
独
自
で
の
事
業
継
続
は

難
し
い
が
、
文
化
振
興
の
推
進

か
ら
も
継
続
の
必
要
を
痛
感
し

た
。
会
長
と
相
談
の
上
、
「
令

こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
も
８
月

の
台
風
で
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
　

避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。
防

災
無
線
・
防
災
ラ
ジ
オ
・
エ
リ

ア
メ
ー
ル
な
ど
で
周
知
し
た
が
、

今
回
は
高
潮
に
伴
う
も
の
だ
っ

た
の
で
「
沿
岸
部
お
よ
び
大
束

川
河
口
付
近
」
と
い
う
表
現
だ

っ
た
。
今
後
も
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
避
難
情
報
を
発
信
し
た

いのうえ　　 こう  じにしもと　　ゆう こ

本
町
に
お
い
て
も
セ
ン
タ
ー
設

置
の
予
定
で
準
備
を
し
て
い
る
。

和
相
聞
歌
」
と
し
て
四
国
医
療

専
門
学
校
が
連
携
協
力
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
碑
の

継
続
に
つ
い
て
は
実
行
委
員
会

で
検
討
し
、

子
ど
も
の

俳
句
の
募

集
は
続
け

る
。

い
。
災
害
別
防
災
・
減
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
転
入
者
な
ど
に
引
き

続
き
配
布
す
る
。
今
後
、
香
川

県
で
新
し
い
浸
水
想
定
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
の
で
、
そ
れ
に
合

わ
せ
、
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

新
し
い
統
合
版
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
た
い
。

ネウボラ・・フィンランドの切れ目
のない子育て支援のこと

地
域
ぐ
る
み
で
注
視
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

各
関
係
機
関
と
速
や
か

に
対
応
を
計
っ
て
い
る
。
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問

今
井
住
民
生
活
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

中
谷
教
育
次
長

中
谷
教
育
次
長

　
　
昨
年
も
お
聞
き
し
た
が
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し

高
速
道
路
の
逆
走
、
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
え
な

ど
が
あ
り
香
川
県
で
は
Ａ
Ｓ
Ｖ

車
の
購
入
に
補
助
金
を
出
し
て

い
る
。
ま
た
東
京
都
で
は
70
歳

以
上
で
今
乗
っ
て
い
る
車
に
急

　
　
四
国
水
族
館
が
、
来
年
の

３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
年
間
１
２

０
万
人
の
来
館
者
が
訪
れ
る
が

未
だ
に
観
光
案
内
所
が
無
く
ま

た
観
光
に
役
立
つ
フ
リ
ーW

i-
Fi

の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
か

が
わW

i-Fi

の
ス
ポ
ッ
ト
数
は

19
か
所
あ
る
が
ま
だ
ま
だ
少
な

Ａ
Ｓ
Ｖ
車
の
購
入
は
　

観
光
案
内
所
と
か
が
わW

i-Fi

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県

で
は
Ａ
Ｓ
Ｖ
車
の
購
入
に
65
歳

以
上
80
歳
未
満
の
人
に
一
律
３

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光

案
内
所
を
運
営
で
き
る
よ
う
な

住
民
生
活
課
長

　近
隣
市
町
の
動
向
も
踏
ま
え
、
研
究
課
題
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
課
長

　観
光
案
内
板
の
改
修
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
拡
大
に
努
め
る

体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
町
の

観
光
分
野
の
推
進
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
組
織
・
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。
既
存
の
ツ
ー

ル
と
し
て
観
光
案
内
板
の
改
修

や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
拡
大

に
努
め
る
。
ま
た
、
フ
リ
ーW

i-

Fi
に
つ
い
て
は
、
観
光
客
用
は

　
　
北
小
学
校
で
は
通
路
は
も

と
よ
り
運
動
場
の
北
側
に
も
、

教
職
員
の
通
勤
用
自
動
車
が
多

数
駐
車
し
て
い
る
。
教
育
財
産

で
あ
る
学
校
地
で
の
駐
車
は
、

児
童
の
安
全
な
日
常
の
通
行
や

活
動
に
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時

の
避
難
や
緊
急
時
の
問
題
も
あ

る
。
ま
た
、
目
的
外
使
用
の
こ

　
　
通
路
部
分
に
枯
れ
葉
や
枯

れ
枝
や
草
、
芝
生
の
と
こ
ろ
が

草
原
、
草
や
枯
れ
葉
で
座
れ
な

い
ベ
ン
チ
な
ど
の
公
園
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
清
掃
、
草
刈

り
、
剪
定
を
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
や
サ
イ
ク
ル
で
維
持
し
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
地
震
、
水
災
、
大
規

模
な
火
事
の
指
定
緊
急
避
難
場

教
職
員
の
校
地
内
駐
車
は
ど
ん
な
基
準
で
許
可
を

公
園
を
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
の

維
持
管
理
は
、
町
内
土
木
業
者

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

発
注
し
て
い
る
。
公
園
の
利
用

状
況
に
応
じ
て
維
持
管
理
頻
度

　
　
　
　
災
害
時
の
避
難
や
緊

急
車
両
の
活
動
時
に
支
障
が
な

い
か
。運
動
場
の
利
用
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
見
回
り
を
し
て
い
る

担
当
者
は
職
員
か
。
草
刈
り
を

し
て
い
る
回
数
は
年
何
回
か
。

所
に
な
っ
て
い
る
５
か
所
の
公

園
は
、
常
に
維
持
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
次
長

　根
拠
と
な
る
車
両
駐
車
の
規
定
は
な
い

地
域
整
備
課
主
幹

　利
用
実
態
や
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て

と
も
あ
り
、
学
校
施
設
の
適
切

な
管
理
と
は
い
え
な
い
状
態
だ
。

ど
の
よ
う
な
基
準
で
許
可
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
学
校

管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
に
は
、

車
両
駐
車
の
規
定
は
な
い
。
安

全
管
理
と
校
内
の
移
動
の
確
保

を
変
更
し
て
い
る
。
例
え
ば
草

刈
り
頻
度
の
少
な
い
公
園
は
、

利
用
実
態
が
少
な
い
所
や
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
管
理
を

率
先
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
指

定
緊
急
避
難
場
所
も
利
用
実
態

に
応
じ
て
維
持
管
理
を
し
て
い

る
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

万
円
を
補
助
し
、
東
京
都
で
は

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付
け

の
９
割
補
助
し
て
い
る
。

　
補
助
金
の
導
入
に
つ
い
て
は

近
隣
の
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

統
一
の
ア
ク
セ
ス
の
方
が
ス
ム

ー
ズ
に
使
用
で
き
る
と
考
え
、

か
が
わW

i-Fi

の
設
置
を
推
進

し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
車
両
は

運
動
場
南
側
東
門
か
ら
の
進
入

と
し
、
避
難
訓
練
も
実
施
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に

支
障
の
な
い
運
動
場
の
一
部
を

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
が

31
の
公
園
を
見
回
っ
て
い
る
。

23
の
公
園
で
草
刈
り
を
し
て
い

る
。
多
い
所
で
４
回
、
少
な
い

所
で
１
回
で
あ
る
。

に
留
意
し
な
が
ら
駐
車
区
画
を

含
め
、
空
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
学
校
へ
は
児
童
の
登

下
校
時
や
日
中
の
活
動
の
安
全

確
保
を
指
導
し
て
い
る
。

発
進
防
止
装
置
を
取
り
付
け
る

際
に
９
割
補
助
を
し
て
い
る
が
、

宇
多
津
町
で
も
補
助
金
を
出
す

こ
と
は
可
能
か
。

い
と
思
う
。
ま
た
高
松
市
で
は

か
が
わW

i-Fi
の
他
に
か
が
わ

W
i-Fi

高
松
を
提
供
し
て
い
る
、

観
光
案
内
所
と
か
が
わW

i-Fi

う
た
づ
の
設
置
は
可
能
か
。
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や
サ
イ
ク
ル
で
維
持
し
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
地
震
、
水
災
、
大
規

模
な
火
事
の
指
定
緊
急
避
難
場

教
職
員
の
校
地
内
駐
車
は
ど
ん
な
基
準
で
許
可
を

公
園
を
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
の

維
持
管
理
は
、
町
内
土
木
業
者

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

発
注
し
て
い
る
。
公
園
の
利
用

状
況
に
応
じ
て
維
持
管
理
頻
度

　
　
　
　
災
害
時
の
避
難
や
緊

急
車
両
の
活
動
時
に
支
障
が
な

い
か
。運
動
場
の
利
用
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
見
回
り
を
し
て
い
る

担
当
者
は
職
員
か
。
草
刈
り
を

し
て
い
る
回
数
は
年
何
回
か
。

所
に
な
っ
て
い
る
５
か
所
の
公

園
は
、
常
に
維
持
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
次
長

　根
拠
と
な
る
車
両
駐
車
の
規
定
は
な
い

地
域
整
備
課
主
幹

　利
用
実
態
や
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て

と
も
あ
り
、
学
校
施
設
の
適
切

な
管
理
と
は
い
え
な
い
状
態
だ
。

ど
の
よ
う
な
基
準
で
許
可
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
学
校

管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
に
は
、

車
両
駐
車
の
規
定
は
な
い
。
安

全
管
理
と
校
内
の
移
動
の
確
保

を
変
更
し
て
い
る
。
例
え
ば
草

刈
り
頻
度
の
少
な
い
公
園
は
、

利
用
実
態
が
少
な
い
所
や
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
管
理
を

率
先
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
指

定
緊
急
避
難
場
所
も
利
用
実
態

に
応
じ
て
維
持
管
理
を
し
て
い

る
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

万
円
を
補
助
し
、
東
京
都
で
は

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付
け

の
９
割
補
助
し
て
い
る
。

　
補
助
金
の
導
入
に
つ
い
て
は

近
隣
の
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

統
一
の
ア
ク
セ
ス
の
方
が
ス
ム

ー
ズ
に
使
用
で
き
る
と
考
え
、

か
が
わW

i-Fi

の
設
置
を
推
進

し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
車
両
は

運
動
場
南
側
東
門
か
ら
の
進
入

と
し
、
避
難
訓
練
も
実
施
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に

支
障
の
な
い
運
動
場
の
一
部
を

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
が

31
の
公
園
を
見
回
っ
て
い
る
。

23
の
公
園
で
草
刈
り
を
し
て
い

る
。
多
い
所
で
４
回
、
少
な
い

所
で
１
回
で
あ
る
。

に
留
意
し
な
が
ら
駐
車
区
画
を

含
め
、
空
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
学
校
へ
は
児
童
の
登

下
校
時
や
日
中
の
活
動
の
安
全

確
保
を
指
導
し
て
い
る
。

発
進
防
止
装
置
を
取
り
付
け
る

際
に
９
割
補
助
を
し
て
い
る
が
、

宇
多
津
町
で
も
補
助
金
を
出
す

こ
と
は
可
能
か
。

い
と
思
う
。
ま
た
高
松
市
で
は

か
が
わW

i-Fi

の
他
に
か
が
わ

W
i-Fi

高
松
を
提
供
し
て
い
る
、

観
光
案
内
所
と
か
が
わW

i-Fi

う
た
づ
の
設
置
は
可
能
か
。
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高
瀬
総
務
課
長

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　     か   つ   き

　
　
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入

さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
２
０
１

７
年
に
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
で
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
臨
時
職
員
の
処
遇
と
何
処

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
法
改
正

の
趣
旨
と
、
改
正
点
の
要
点
を

示
さ
れ
た
い
。
も
う
一
点
、
こ

　
　
ク
ラ
ス
委
員
は
、
教
育
の

一
環
と
し
て
生
徒
が
自
主
的
に

ク
ラ
ス
運
営
を
行
う
と
い
う
配

慮
が
働
い
て
い
る
と
思
う
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
委
員
が
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
役
割
と
そ
の
制

度
を
決
め
た
趣
旨
な
り
成
果
が

示
せ
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
趣
旨
は

中
学
校
の
ク
ラ
ス
委
員
と
そ
の
役
割
は

　
　
　
　
　
　
　
「
中
学
校
は

総
務
課
長

　今
後
増
え
る
臨
時
職
員
の
適
正
確
保

教
育
次
長

　８
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
社
会
性
を
育
ん
で
い
る

　
　
　
　
　      

趣
旨
は
、
今

後
教
育
・
子
育
て
等
で
重
要
な

担
い
手
と
し
て
増
え
る
臨
時
職

員
の
適
正
確
保
。
期
末
手
当
、

退
職
手
当
の
適
用
と
な
る
。
職

員
数
は
平
成
22
年
度
比
、
正
規

大
人
に
な
る
た
め
の
学
校
」
を

合
言
葉
に
自
立
と
協
働
に
よ
る

社
会
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
生
徒
会
活
動
の
ほ

か
ク
ラ
ス
に
あ
る
専
門
委
員
会

は
交
通
委
員
会
・
生
活
委
員
会

・
給
食
委
員
会
・
清
掃
委
員
会

・
保
健
体
育
委
員
会
・
図
書
委

員
会
・
広
報
委
員
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
が
あ
り
、
ク
ラ

の
十
年
間
の
職
員
数
の
正
規
・

非
正
規
職
員
の
推
移
を
お
尋
ね

す
る
。

７
名
減
（
保
育
所
民
営
化
）
臨

時
35
名
増
（
教
育
・
福
祉
分
野

の
新
規
事
業
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　      

職
員
の
研
修

に
つ
い
て
は
大
き
な
課
題
と
捉

え
て
お
り
、
行
政
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
職
員
の
研
修
を
通
し

て
、
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（
職
能
）
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
士
気
）
醸
成
に
努
め
た
い
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
在
の
進
捗
状
況
は

四
国
水
族
館
の
町
と
し
て
の
今
後
の
か
か
わ
り
方
は

町
長

　来
年
度
の
試
験
運
行
に
向
け
て
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
た

副
町
長

　町
民
や
地
元
漁
業
関
係
者
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

　
　
町
と
し
て
も
町
長
の
所
信

表
明
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
町
と
し
て
の
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
し
か
し

現
状
は
、
町
民
や
漁
業
関
係
者

が
水
質
と
合
意
形
成
に
つ
い
て

不
安
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
の
町
の
対

応
は
。

　
　
　
　
　
　
水
族
館
の
飼
育

水
は
、
沈
殿
ば
っ
気
処
理
を
し

た
上
で
下
水
道
の
雨
水
管
か
ら

海
に
放
流
す
る
。
水
質
の
管
理

は
、
事
業
者
側
か
ら
放
流
水
の

水
質
検
査
を
定
期
的
に
行
う
と

説
明
を
受
け
て
い
る
。
　
　

　
過
去
に
水
族
館
誘
致
署
名
が

多
数
寄
せ
ら
れ
、
平
成
25
年
度

に
宇
多
津
町
新
都
市
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
水
族
館
誘
致
が

提
案
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
町
総

合
計
画
や
創
生
総
合
戦
略
を
も

と
に
、
水
族
館
誘
致
を
重
点
事

業
に
位
置
付
け
た
。

　
平
成
28
年
９
月
に
町
議
会
で

「
水
族
館
誘
致
促
進
に
関
す
る

決
議
」
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
の

　
　
町
内
で
移
動
手
段
を
持
た

な
い
方
が
買
い
物
や
病
院
に
向

け
て
の
足
と
し
て
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ

ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
必

要
だ
と
い
う
意
見
が
出
て
き
て

い
る
。
町
長
も
公
約
に
掲
げ
て

い
た
こ
の
件
に
つ
い
て
、
現
在

　
　
　
　
こ
の
改
正
で
正
規
と

非
正
規
の
業
務
の
境
界
が
曖
昧

に
な
り
、
正
規
の
業
務
ま
で
が

非
正
規
に
移
譲
し
な
い
か
危
惧

す
る
。
果
て
は
職
員
の
士
気
劣

化
を
招
き
、
い
ま
そ
の
兆
候
は

　
　
　
　
実
は
生
活
委
員
会
の

委
員
に
な
っ
た
生
徒
が
、
他
の

生
徒
に
注
意
を
し
た
と
こ
ろ
、

い
じ
め
を
受
け
た
と
い
う
。
こ

の
報
告
は
学
校
か
ら
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
校
則
に
も
係
わ
る
や
り

と
り
を
生
徒
間
だ
け
で
や
ら
せ

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
ま

た
運
行
ル
ー
ト
や
車
種
な
ど
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
議
会
か

ら
も
何
度
も
要
望
が
あ
っ
た
経

緯
か
ら
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

本
会
議
は
、
学
識
経
験
者
、
住

　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
在
任

中
（
４
月
か
ら
）
に
は
報
告
は

な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

本
来
の
趣
旨
か
ら
し
て
学
校
も

個
人
も
委
員
会
も
本
意
で
は
な

い
。
事
実
確
認
を
含
め
、
学
校

と
も
協
議
を
し
た
い
。

民
の
各
種
団
体
の
代
表
者
及
び

運
送
事
業
者
、
関
係
機
関
の
長

な
ど
14
名
で
今
年
度
中
に
運
行

経
路
、
車
両
や
運
賃
な
ど
を
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
１
回
目
の
会
議
で
宇
多
津
町

の
交
通
基
盤
や
幹
線
道
路
の
説

明
等
を
実
施
。
委
員
か
ら
は
、

運
行
経
路
、
停
留
所
、
車
両
の

無
し
と
し
な
い
。
対
策
は
。

る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
こ
の

際
検
討
し
て
は
。

ス
の
約
半
数
が
ど
れ
か
の
委
員

会
に
所
属
し
て
い
る
。

規
格
な
ど
、
事
務
局
へ
の
質
問

や
委
員
間
で
の
協
議
が
な
さ
れ

た
。

　
運
行
経
路
は
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
す
る

よ
う
に
と
指
摘
が
あ
り
、
町
内

の
区
域
ご
と
に
聞
き
取
り
を
行

っ
て
い
る
。

経
緯
を
踏
ま
え
、
民
間
に
よ
る

水
族
館
建
設
に
至
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
説
明

会
も
含
め
、
周
知
や
関
係
者
と

の
連
絡
調
整
を
図
っ
て
き
た
。
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０
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こ
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が
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こ
と
で
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来
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度
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ら
実
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さ

れ
る
こ
と
に
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る
が
、
こ
れ
ま

で
の
臨
時
職
員
の
処
遇
と
何
処

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
法
改
正

の
趣
旨
と
、
改
正
点
の
要
点
を

示
さ
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た
い
。
も
う
一
点
、
こ

　
　
ク
ラ
ス
委
員
は
、
教
育
の

一
環
と
し
て
生
徒
が
自
主
的
に

ク
ラ
ス
運
営
を
行
う
と
い
う
配

慮
が
働
い
て
い
る
と
思
う
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
委
員
が
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
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割
と
そ
の
制

度
を
決
め
た
趣
旨
な
り
成
果
が

示
せ
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ば
お
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い
し
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
趣
旨
は

中
学
校
の
ク
ラ
ス
委
員
と
そ
の
役
割
は

　
　
　
　
　
　
　
「
中
学
校
は

総
務
課
長

　今
後
増
え
る
臨
時
職
員
の
適
正
確
保

教
育
次
長

　８
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
社
会
性
を
育
ん
で
い
る

　
　
　
　
　      

趣
旨
は
、
今

後
教
育
・
子
育
て
等
で
重
要
な

担
い
手
と
し
て
増
え
る
臨
時
職

員
の
適
正
確
保
。
期
末
手
当
、

退
職
手
当
の
適
用
と
な
る
。
職

員
数
は
平
成
22
年
度
比
、
正
規

大
人
に
な
る
た
め
の
学
校
」
を

合
言
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に
自
立
と
協
働
に
よ
る
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会
性
を
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と
を
目
的
と
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会
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・
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）
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時
35
名
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育
・
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の
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業
）
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る
。

　
　
　
　
　      

職
員
の
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に
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て
は
大
き
な
課
題
と
捉

え
て
お
り
、
行
政
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
職
員
の
研
修
を
通
し

て
、
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（
職
能
）
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
士
気
）
醸
成
に
努
め
た
い
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
在
の
進
捗
状
況
は

四
国
水
族
館
の
町
と
し
て
の
今
後
の
か
か
わ
り
方
は

町
長

　来
年
度
の
試
験
運
行
に
向
け
て
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
た

副
町
長

　町
民
や
地
元
漁
業
関
係
者
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

　
　
町
と
し
て
も
町
長
の
所
信

表
明
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
町
と
し
て
の
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
し
か
し

現
状
は
、
町
民
や
漁
業
関
係
者

が
水
質
と
合
意
形
成
に
つ
い
て

不
安
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
の
町
の
対

応
は
。

　
　
　
　
　
　
水
族
館
の
飼
育

水
は
、
沈
殿
ば
っ
気
処
理
を
し

た
上
で
下
水
道
の
雨
水
管
か
ら

海
に
放
流
す
る
。
水
質
の
管
理

は
、
事
業
者
側
か
ら
放
流
水
の

水
質
検
査
を
定
期
的
に
行
う
と

説
明
を
受
け
て
い
る
。
　
　

　
過
去
に
水
族
館
誘
致
署
名
が

多
数
寄
せ
ら
れ
、
平
成
25
年
度

に
宇
多
津
町
新
都
市
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
水
族
館
誘
致
が

提
案
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
町
総

合
計
画
や
創
生
総
合
戦
略
を
も

と
に
、
水
族
館
誘
致
を
重
点
事

業
に
位
置
付
け
た
。

　
平
成
28
年
９
月
に
町
議
会
で

「
水
族
館
誘
致
促
進
に
関
す
る

決
議
」
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
の

　
　
町
内
で
移
動
手
段
を
持
た

な
い
方
が
買
い
物
や
病
院
に
向

け
て
の
足
と
し
て
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ

ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
必

要
だ
と
い
う
意
見
が
出
て
き
て

い
る
。
町
長
も
公
約
に
掲
げ
て

い
た
こ
の
件
に
つ
い
て
、
現
在

　
　
　
　
こ
の
改
正
で
正
規
と

非
正
規
の
業
務
の
境
界
が
曖
昧

に
な
り
、
正
規
の
業
務
ま
で
が

非
正
規
に
移
譲
し
な
い
か
危
惧

す
る
。
果
て
は
職
員
の
士
気
劣

化
を
招
き
、
い
ま
そ
の
兆
候
は

　
　
　
　
実
は
生
活
委
員
会
の

委
員
に
な
っ
た
生
徒
が
、
他
の

生
徒
に
注
意
を
し
た
と
こ
ろ
、

い
じ
め
を
受
け
た
と
い
う
。
こ

の
報
告
は
学
校
か
ら
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
校
則
に
も
係
わ
る
や
り

と
り
を
生
徒
間
だ
け
で
や
ら
せ

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。
ま

た
運
行
ル
ー
ト
や
車
種
な
ど
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
議
会
か

ら
も
何
度
も
要
望
が
あ
っ
た
経

緯
か
ら
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

本
会
議
は
、
学
識
経
験
者
、
住

　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
在
任

中
（
４
月
か
ら
）
に
は
報
告
は

な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

本
来
の
趣
旨
か
ら
し
て
学
校
も

個
人
も
委
員
会
も
本
意
で
は
な

い
。
事
実
確
認
を
含
め
、
学
校

と
も
協
議
を
し
た
い
。

民
の
各
種
団
体
の
代
表
者
及
び

運
送
事
業
者
、
関
係
機
関
の
長

な
ど
14
名
で
今
年
度
中
に
運
行

経
路
、
車
両
や
運
賃
な
ど
を
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
１
回
目
の
会
議
で
宇
多
津
町

の
交
通
基
盤
や
幹
線
道
路
の
説

明
等
を
実
施
。
委
員
か
ら
は
、

運
行
経
路
、
停
留
所
、
車
両
の

無
し
と
し
な
い
。
対
策
は
。

る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
こ
の

際
検
討
し
て
は
。

ス
の
約
半
数
が
ど
れ
か
の
委
員

会
に
所
属
し
て
い
る
。

規
格
な
ど
、
事
務
局
へ
の
質
問

や
委
員
間
で
の
協
議
が
な
さ
れ

た
。

　
運
行
経
路
は
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
う
え
で
検
討
す
る

よ
う
に
と
指
摘
が
あ
り
、
町
内

の
区
域
ご
と
に
聞
き
取
り
を
行

っ
て
い
る
。

経
緯
を
踏
ま
え
、
民
間
に
よ
る

水
族
館
建
設
に
至
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
説
明

会
も
含
め
、
周
知
や
関
係
者
と

の
連
絡
調
整
を
図
っ
て
き
た
。
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うたづ議会だより

町政を問う（一般質問）
議会と話そう（平山・浜八番丁） 16

8

2019

11.１
第74号
香川県宇多津町

～第26回  大松杯バレーボール大会～
　10月13日にママさんバレーボールの大会「大松杯」が行われ、
中四国各県から選ばれた10チームが、宇多津中学校体育館で熱い
戦いを繰り広げました。徳島県の「華の和ウィズ」が優勝し、宇多
津体協は惜しくも準優勝でした。

　
令
和
に
な
り
、
早
や
半
年
が
過
ぎ

10
月
１
日
よ
り
消
費
増
税
と
な
り
ま

し
た
。
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か

り
し
た
税
金
が
社
会
保
障
な
ど
に
し

っ
か
り
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
施
策
を

実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
四
国
水
族
館
が

開
園
し
ま
す
。
宇
多
津
町
に
賑
わ
い

と
活
気
が
溢
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
令
和
が
良
い
時

代
で
あ
り
、
皆
さ
ま
と
令
和
時
代
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
港
　
一
紫
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

 10月11日に平山コミュニティ分館と浜八
番丁コミュニティ分館で「議会と話そう」
を催しました。平山には７人、浜八番丁に
は６人の方々が集まり、貴重なご意見をい
ただきました。これからも皆さまのところ
に出向いてまいります。

　参加者からは、循環バスの状況や
まんでがん体操の効果などのご質問
・ご意見をいただきました。

　平成30年度の決算や今年度の取り組みを説明し、そのあと皆さまの

ご意見をうかがうフリートークを行います。ぜひ、ご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　と　き　：　11月16日（土）午後７時
　　　　　　　　　　　ところ　：　保健センター ４階
　　　　　　　　　　　フリートークのテーマ
　　　　　　　　　　　　「安全な まちづくりを目指して」

議会報告会議会報告会

議会と話そう議会と話そう


